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マ ウ ス ア レル ギ ー
性皮膚反応に 対す る消風散

お よび 白虎加人参湯の抑制作用機序の 解析

【目的】近年，成人 の 重症 ア ト ピ ー性皮膚炎患 者の 数が増え る傾向 に あ る。治療 に は ス テ

ロ イ ド が繁用 され て い るが ，他 に 有効 な薬物 は知 ら れ て お ら ず ，安 全 で 的確 な薬物療法 の

確立が 望 まれ る 。 消風散 は 内熱が あ り，分泌物が 多 く，掻痒の甚 だ し い 皮膚病に
，

ま た
，

白虎加人 参湯は掻痒が 甚だ しく，患部が 赤 く充血 し
， 乾燥性 の 皮膚病に そ れぞ れ用 い られ

る方剤で あ り，と も に ア ト ピ ー
　
’frt皮膚炎 の 治療 に試み られ て い る 。 そ こ で

， 両方剤 の 作用

機序を解析する た め，マ ウ ス ア レ ル ギ
ー
性皮膚炎 に 及 ぼ す影響 を検討 し た 。

【方法】 BALB ／ c 系雌性 マ ウ ス に dinitrophenyl基 に 対す る マ ウ ス モ ノ ク ロ ーナ ル IgE

を静脈内注射 して 受動 的に 感作 した 。 24 時間後，マ ウ ス の耳殻 に dinitrofluorobenzene

を塗 布 し て 二 相性皮膚反応 を誘発 した 。 反応 は耳 殻腫脹を 測定 して 評 価 した 。 また、

BALB ／ c 系雌性 マ ウ ス の 耳殻 に dinitrofluorobenzeneを週 1 回 ， 計 5 回塗 布 して 皮

膚反応を 誘発 し
， 耳殻腫脹 を測定 した 。

メ デ ィ エ
ー

タ
ー

に よ る皮膚反応 は マ ウ ス 耳殻 ヘ メ

デ ィ エ
ー

タ
ー

を投与 して 誘発 した
。

さ ら に ，ラ ッ ト肥満細胞か らの histamine遊離 ，　 in

vivo お よび in　vitro で の サ イ ト カ イ ン 産生 に っ い て も検討 した
。

【結果】消風散は 二 相性皮 膚反 応 の 第一相 r 第二 相を と もに抑制 した 。 また ，histamine

に よ る即時性 の皮膚反 応 お よび tumor 　necrosis 　 factor一α （TNF 一α ） に よ る 遅 発性 の 皮

膚反応 を抑制 したが ，TNF 一α の 発 現 に は影 響を及ぼ さ な か っ た 。

一
方 ，白虎 加人参湯 も

二相性皮膚反応 の 第
一相，第 r 相を ともに 抑制 し，histamineに よる皮膚反応お よび TN

F一α に よ る皮膚反応を抑制 したが 1 ラ ッ ト肥満細胞か らの lgE 依存性 histamine 遊離お

よ び lipopolysaccharide束1亅激に よ る TNF 一α の 産生 に は影響を及 ぼ さなか っ た 。 また ，

白虎加人参湯は dinitrofluorobenzene反復塗布に よ る耳殻腫脹を抑制 し，丁 細胞 の inte

rferon 一
γ産生に対 して も抑制作用を示 した。

【考察】消風散およ び白虎加人参湯 の ア レ ル ギ ー性皮膚反応抑制作用 は，皮膚反応 の 発現

に 関 わ る histamine や 炎症性 サ イ ト カ イ ン の 産生 ，遊離 の 抑制 で は な く，こ れ らの メ デ ィ

エ
ータ ーに よ る皮膚反応 の 発現 を抑制す る こ と に よ る と推定 さ れ る 。 また，白虎加人 参 湯

で は interferon一γ 産生 の 抑制 も役割を演 じ る もの と推定 さ れ る 。
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